松 戸 与 三 は セメント あけ を やって いた。 外の 部分 は 

大して 目立たなかった けれど、 頭の 毛と、 鼻の 下 は、 

お お 

セメントで 灰色に 蔽 われて いた。 彼 は 鼻の 穴に 指 を 

突っ込んで、 鉄筋 コンク リ— ト のように、 鼻毛 をし や 

ち こばらせ ている、 コンク リ ー, ^を 除りたかった の だ 

がー 分 間に 十才 ずつ 吐き出す、 コンク リ— トミ キサ— 

に、 間に合わせる ために は、 とても 指 を 鼻の 穴に 持つ 

て 行く 間はなかった。 

とラと ■ つ 

彼 は 鼻の 穴 を 気にしながら 遂々 十一 時間、 —— その 

間に 昼飯と 三時 休みと 二度 だけ 休みが あつたん だが、 

昼の 時 は 腹の 空いて る 為め に、 も 一 つ は ミキ サ ー を 掃 



—— 私 は N セメント 会社の、 セメント 袋 を 縫う 女工 

です。 私の 恋人 は 破砕 器へ 石 を 入れる こと を 仕事に し 

ていました。 そして 十月の 七日の 朝、 大きな 石 を 入れ 

はま 

る 時に、 その 石と 一緒に、 クラ ッシャ —の 中へ 嵌り ま 

した。 

仲間の 人た ち は、 助け出そうと しました けれど、 水 

の 中へ 溺れる ように、 石の 下へ 私の 恋人 は 沈んで 行き 

ました。 そして、 石と 恋人の 体と は 砕け 合って、 赤い 

細い 石に なって、 ベルトの 上へ 落ちました。 ベルト は 

粉砕 筒へ 入って 行きました。 そこで 鋼鉄の 弾丸と 一緒 



あば たま 

「へべれけ になって 暴れられて 堪る もんです か、 子供 

たち を どうします」 

細君が そう 云った。 

彼 は、 細君の 大きな 腹の 中に 七 人目の 子供 を 見た。 

(大正 十五 年 一 月) 
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